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研究成果の概要（和文）： 

 
 従来の遠隔医療システムにおける「画質の务化」と「高価な機器の必要性」という問題
点を解決した新しいシステムを開発し、研究教育用インターネットを活用して、アジアを
中心とした医療施設へ高解像度の動画像を用いた遠隔医療教育の活動を展開した。各施設
の技術的・医療的背景を調査後、外科手術や内視鏡を初め多くの分野においてライブデモ
ンストレーションや遠隔会議を行った。またハイビジョンなどさらに新しい技術への取り
組みも行っている。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 With development of new telemedicine system, which solved the problems of 
degraded quality of transmitted moving images and high cost for the equipments, we 
established attractive remote education programs in Asia over the research and 
education network. After intensive discussion both on technical and medical conditions 
in every institution, we successfully expanded our activities all around Asia with live 
demonstrations and teleconferences in the fields of surgery, endoscopy, etc. Further 
development is under way for the new technology such as high-definition quality. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

近年における情報通信技術の急速な発展
は、電子メールや携帯電話を初め日常生活に

大きな影響を及ぼしているが、医療の世界も
電子カルテやオーダリングの導入など決し
てその例外ではない。遠方に居ながら最新の
医療情報や専門家の意見を得ることができ
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る遠隔医療もその一例として大いに期待さ
れている。 

 

しかしながら一般企業が積極的に遠隔会
議システムを通常業務の中に取り入れてい
る状況と比較し、医療現場への遠隔医療の導
入はまだまだ現実的なレベルではない。この
大きな原因の一つは、医療画像には正確な診
断に耐えるだけの十分に高解像度画像の配
信が要求されることと、さらに手術を初め動
画像を扱う機会が多いことから、一般のニー
ズにはない高いレベルの通信技術が要求さ
れることである。 

 

我々は 2003 年福岡と釜山間に 2 ギガと
いう大容量の光ケーブルの運用が開始され
たことを機会に、日韓の産官学による大規模
なプロジェクトを創設し、超高速インターネ
ットを利用した教育・文化・ビジネスなど幅
広い分野における国際交流の促進を目的と
した活動を開始した。この中に医療チームと
して参画し、医療用動画像を圧縮することな
く画質を温存したまま伝送できる新しいシ
ステムの開発と臨床応用に成功した。 

 

その後、アジアの研究・教育用国際ネット
ワーク組織（ＡＰＡＮ）と共同で、この先端
的遠隔医療システムをアジア地域全体へ拡
大し、実用的に活用すべき体系構築の活動に
着手した。 

 

２．研究の目的 

 

（１）地理的拡大： 

韓国より始まった高速インターネットを
利用した遠隔医療プロジェクトを、中国、台
湾、タイ、シンガポール、インドネシア、ベ
トナム、フィリピン、インド、マレーシア、
オーストラリア、ニュージーランドなどを含
めたアジア全体の医療機関へ拡大する。 

 

またこれら各国の基幹病院が中心となり、
各国内の大学病院や市中病院など多くの病
院へのネットワーク接続を構築する。 

 

さらにこれらの新しい遠隔医療システム
を欧米へも拡大し、世界中の病院間が、いつ
でも容易に双方向のコミュニケーションが
出来るだけの体系の確立を目指す。 

 

（２）コンテンツ的拡大： 

医療レベルにおいて日本国内では余り大
きな差は認められない。しかし一旦アジアに
目を向ければ、多くの人種や異なる文化背景
から医療レベルにも大きな格差が認められ
る。動画像の特徴を十分に引き出し、しかも
アジアに特徴的な医療コンテンツを選び出

し、医療スタッフ・学生の教育や日常臨床に
応用可能なシステムを確立する。 

 

（３）新技術の導入： 

現在使用しているデジタルビデオよりも
さらに鮮明なハイビジョン画質の医療動画
像を配信できる技術の開発を継続する。 

 

２． 研究の方法 

 

（１）アジア地域における医療交流のニーズ
と通信環境の調査： 
調査チームは医療スタッフと通信ネット

ワーク研究者の両者によって組織され、アジ
アにおける高精細医療画像配信の可能性と
有用性を探る。各国の代表的な医療機関の選
定より開始し、各施設での診療内容の差異や
遠隔医療の必要性に関する協議、および各施
設での通信回線の現状や新たなインフラ構
築の実現性などについて調査する。 
 

（２）アジア各国における高速医療ネットワ
ークの進展と臨床応用の拡大： 
①基幹病院ネットワークの完成：これまでに
高速医療ネットワークの確立されていない
国々を中心としてアジア高速インターネッ
ト回線との接続性を個別に検討し、各国の
代表的医療機関へのネットワークを完成さ
せる。 

 
②各国内における医療ネットワークの拡
大：各国の基幹病院を中心とし、国内の教
育・研究ネットワークを利用した高速医療
ネットワークの進展を図る。技術担当者は
各施設におけるシステムのセットアップを
支援すると共に、設定後ネットワークに関
する接続試験を行い、映像の質やフレーム
レート、音質・伝送遅延、ネットワークの
安定度を測定する。 

 
③ハイビジョン動画像のインターネット配
信：これまでに確立した Digital Video 
Transport System (DVTS)に代わり、ハイビ
ジョン映像をインターネットで転送できる
システムの導入を図る。伝送実験、医療応
用、画質の評価を行う。 

 
（３）コンテンツの充実と国際的医療交流の
推進： 
実際に臨床のテーマを取り上げ、テレカン

ファレンスやライブ手術を行い、その有用性
を検討する。医療用としての画像・音声、プ
レゼンテーション方法、臨床への実用性を評
価する。同時にアジア各国からの担当者を招
き、現状や課題を含め共同計画に関する協議
を行い、成果をワークショップで発表するな
どオフラインでの人的交流にも努める。また



病院施設見学や臨床修練を兼ねて相互に病
院を訪れる機会を持つ。さらに本システムを
利用したアジア共同カリキュラムや高精細
な動画像を活用した講演などを定期的に計
画し、各分野において継続的なプログラムを
確立する。 

 
（４）欧米への展開： 
教育・研究用の高速インターネット回線は

アジアのみならず、欧米にも広く整備されて
いる。太平洋、大西洋を越えた欧米とアジア
のネットワークに加え、ユーラシア大陸を横
断したヨーロッパとアジアを直結するライ
ンも既に構築された。これらを利用し、アジ
アと欧米と結ぶ医療用ネットワークを確立
する。 

 
（５）継続的なシステムの改良： 
通信情報技術の発展は目覚しく、最良の医療
情報を提供するために常に最先端の技術を
取り入れる。 
 
３． 研究成果 

 
平成20年度： 
 
（１）新技術の導入： 
平成 20年 8月 5日、MPEG2000という新し

いハイビジョンシステムを使用し、シアトル
からニュージーランドと東京の会場へ、脳外
科の手技をライブで送信した。画像も素晴ら
しく、DVTSにより 3会場間での討論も行われ
た。 

 
（２）地理的拡大： 
①ニュージーランドへは上述のイベントに
加え、オーストラリアやアジアを結んだ内
視鏡ライブ手術やヘルスケアに関するテレ
カンファレンスも行った。 

 
②新しく接続された施設としては、日本では
京都大学、山口大学、東海大学、産業医科
大学、藤田保健衛生大学など、韓国では順
天卿病院、アサンメディカルセンター、中
国では北京大学第一病院、またベトナムの
チョウレイ病院、さらにはヨーロッパのバ
ルセロナ地域臨床病院（スペイン）、プラハ
中央病院（チェコ）などへも新しく接続で
きた。 

 
③その他アメリカ、カナダ、オランダ、ドイ
ツの新たな施設への接続性についても調査
した。 

 
（３）コンテンツの充実： 
①平成 20年 6月 28日と 7月 26日に初めて
心カテのライブデモンストレーションを行

った。また同 5月 13日には医学部の学生
100名に対し、韓国からのライブ手術を見
学しながらの授業を体験させることができ
た。（図１） 

 
②早期胃がん、内視鏡症例、地域医療連携の
定期テレカンファレンスをそれぞれ 3回、5
回、2回施行した。 

 

図１．韓国からの遠隔講義の様子 
 
（４）新たな組織作り： 
活動を組織的に推進していく目的で、平成

20年 10月、九州大学病院に「アジア遠隔医
療開発センター」が新設された。  

         
平成 21年度： 
 
（１）新技術の導入：  
平成 21年 7月 22日、Midfieldという新し

いシステムを使用し、マレーシアと日韓との
間で、多地点 DVTS 接続のテレカンファレン
スを施行した。Midfield自体の通信は良好で
あったが、今後さらに改良を重ねて再度試行
する予定である。また平成 22 年 2 月 8 日に
はハイビジョン映像の配信をオーストラリ
アと日韓 4 か所で試行し、良い結果を得た。 
 
（２）地理的拡大： 
新しく接続された施設としては、日本では

北海道大学、広島大学、神戸大学、有明癌研
病院、東京科学財団、韓国ではカトリック大
学病院、建国大学病院、中国では北京協和医
科大学病院、上海内視鏡トレーニングセンタ
ー、その他タイのラジャビティ病院、ノルウ
ェーの聖オラヴス大学病院、メキシコの国立
メキシコ大学などがある。またアフリカ初め
てとなったエジプトのカイロ大学、さらに南
アメリカ大陸で初めてのサンパウロ大学に
も新しく接続できた。その他マレーシア、パ
キスタン、フィージー、モロッコへの新たな
施設について、接続性を調査した。 
 
（３）コンテンツの充実： 
①平成 21年 5月 13日、昨年に引き続き、医



学部の学生 80名に対し韓国からのライブ
手術を見学しながらの授業を体験させるこ
とができた。その様子はマスコミにも紹介
された。 

 
②早期胃がん、消化器疾患の定期的なテレカ
ンファレンスをそれぞれ４回、６回施行し
た。また胃癌の診断・治療に関する継続的
な教育プログラムを、北京協和医科大学と
の間で開始した。 

 
③平成 22年 2月 19日、胎児医療という新た
な分野における遠隔会議を、アジア各地を
結んで初めて施行した。 

 
（４）新たな組織作り： 
①九州大学病院の「遠隔医療開発センター」
専用の部屋が新たに完成した。 

 
②平成 21年 12月、第３回アジア遠隔医療シ
ンポジウムを福岡で開催し、コンテンツの
充実や技術的問題点を討議した。  

 
平成 22年度： 
 
（１）新技術の導入： 
新しく開発された DVTS プラスを、平成 22

年 8 月 10 日のベトナムで開催されたアジア
先端ネットワーク（APAN）会議、11月 3日ア
メリカで開催された Internet2会議、また平
成 23 年 2 月 24 日の香港 APAN 会議と、本年
度３回にわたって試用した。毎回技術的な問
題点を抽出し、その改良を行った。 
 
（２）地理的拡大： 
新しく接続された施設としては、日本では

岐阜大学、金沢大学、徳島大学、国立成育医
療研究センター、鎌倉湘南総合病院、アジア
地区ではマラヤ大学（マレーシア）、香港大
学（中国）、ビエット・ダック病院（ベトナ
ム）、ウェストメッド大学病院（オーストラ
リア）、その他モロッコ、リトアニア、チリ
へも DVTS が新たに接続できた。現在も国内
では東京大学や国際医療センター、海外では
南アフリカやアルゼンチン、ウルグアイなど
と新たな接続に向けて協議中である。 
 
（３）コンテンツの充実： 
①平成 22年 5月 11日、昨年に引き続き、医
学部２年生の学生 80名に対し韓国からの
ライブ手術を見学しながらの授業を体験さ
せることができ、7月 27日にも同様に医学
部 4年生にも遠隔授業を行った。 

 
②早期胃がん、消化器疾患、地域医療に関す
る定期的なテレカンファレンスを予定通り
施行した。場所を示すポインター技術を新

たに使用し、カンファレンスの質を高める
ことが出来た。 

 
③継続的プログラムとして、平成 22年 6月
25日に上海へ、平成 23年 1月 21日にはハ
ノイとマニラへ胃癌ライブ手術を行った。 

 
④看護師教育、胎児医療、心臓カテーテルの
新たな分野で、それぞれ平成 22年 6月 19
日、9月 28日、10月 6日と平成 23年 2月
23日にテレカンファレンスを企画・開催し
た。（図２） 

 
（４）新たな組織作り： 
①九州大学病院の「遠隔医療開発センター」
遠隔会議室に最新の設備を整えた。 

 
②平成 22年 12月、ソウルで第４回アジア遠
隔医療シンポジウムを開催し、コンテンツ
の充実や技術的問題点を討議した。 

 
③APAN会議において今後の活動計画と組織
体制に関する協議を行った。                

図２．アジア各地を結んで行われた国際学会 
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